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通学路の安全対策の一つとして、同一地域内の小学生・中学生の双方に交通安全教育を実施し、受講前後でのアンケート調査と実測調
査を通じて、危険意識や行動意向、通行位置の変化を把握し、正しい交通行動を促すことを目的とする。 
このうち、勝間地区2013-2015年度の3年間に行った交通安全教育を対象に、小学校・中学校でのアンケート結果から危険意識、行動意向
など、学年進行による変化や差異に着目して、交通安全教育の効果を考察する。 
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問：登校時の通学路は安全と思うか？ 
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問：登校時の通学路は安全と思うか？ 

事前 事後 事前 事後
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①講話により向上した危険意識は学年を進行 
しても維持できている 
②小学6年生から中学1年生になったときに 
危険意識が急激に下がった 
⇒通学路や交通手段が変わり、意識がリセット 
   されることが原因の一つだと考えられる 
 

ある歩道では、目視で生徒たちの通行
位置が安全な方に変化していたため、
効果は確認できた 事後（2015年6月12日）：14％ 

表2-1 勝間小学校・熊毛中学校 表2-2 熊毛中学校 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

勝間小学校 

Ａ地点 
歩行者と自転車の

重なる区間 
Ｃ地点 

Ｂ地点 

N 

200

表1-1 交通安全講話の実地状況（2015年度） 

図1-1 周南市の位置 図1-2 調査対象（3地区） 図1-3 勝間地区 
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図3-1 勝間小学校と熊毛中学校の交通安全7則の行動意向 

3年生 

図3-2 熊毛中学校の自転車安全利用5則 

1年生 2年生 

2年生 3年生 

引き続き交通安全講話を行うことが必要 

事前（2015年5月22日）：20％ 
図4 通行位置の変化 

講話前は横に並んで路側帯ギリギリを歩いていた 

講話後は路側帯に気を付けるように歩き 
路側帯の外側（車道）を通行する児童の 
割合が減少した 

受講回数
が多くなる
につれ意
識が高まっ
ていること
が分かる 

6％の低減 

5則の

意識が
多少は
上がっ
ている
ことが
分かる 

どの学年に
おいても受
講後は意識
が高まって
いることが
分かる 
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